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－時間軸上の視聴状況や視聴時間等と動画内容および学習成果との関係の検討－ 
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＜概要＞本報告は，独自に開発した詳細な視聴ログを取集できる動画配信システムを利用し，実

際にオンデマンド動画型授業を実施して得られたデータを用いて学生の学習パターンを分析した．

具体的には視聴タイミング，各動画における時間軸上の箇所ごとの再生回数と動画内容の関係，

視聴時間と成績の関係などについて，データの可視化に重点を置いて分析した． 
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１．はじめに 
オンライン形式の授業の一形態として，あら

かじめ収録した動画を学生が任意のタイミン

グで視聴するオンデマンド動画型の授業があ

る．オンデマンド型の動画教材では，対面形式

の授業とは異なり教授側と受講側で時間軸を

共有しておらず，視聴のタイミングや，一時停

止，早送り，再生速度の変更等の視聴方法など，

授業履修の主導権が受講者側にある点に特徴

がある． 
授業方法が異なれば当然ながら受講者の学

習パターンも変化し，最終的な教育成果にも何

らかの影響をおよぼすと考えられる．動画を用

いた授業方法の研究は従来からも行われてい

るが，新型コロナウイルス感染症の流行拡大に

よる緊急避難的な措置として大学の授業がオ

ンライン化され，その一形態としてオンデマン

ド動画型の授業が大量に実施された。これをう

けて，従来とは異なる授業形式における学習状

況の把握や教育成果の検証が広く重要な課題

となっている． 
オンデマンド動画型授業の受講はPCやスマ

ートフォン等のパーソナルなデバイスを用い

て行われるため，各個人の詳細な視聴ログを取

得することが可能である．そこで本報告に先立

って，動画の視聴状況に関する詳細な記録を取

得する動画配信基盤を開発し[1]，この基盤を利

用して実際にオンデマンド動画型の授業を実

施して詳細な視聴ログを収集した．ここではこ

の視聴ログデータを用いて，学習パターンの把

握や成績との関係などを分析する方法につい

て検討する．そして，その分析結果が授業や教

材の改善に結びつく可能性について議論する． 
２．先行研究 
先述のとおり，オンデマンド動画を用いた授

業では視聴に関するログが記録されることか

ら，視聴状況と成績等との関係を検討した研究

がいくつかみられる．例えば天野ほか[2]は，新

入生向けの必修科目において反転授業として

講義動画を利用し，動画の視聴回数や視聴タイ

ミングおよびそれらと成績の関係を分析して

いる．しかし，ここでは視聴タイミングや視聴

回数など，外形的な視聴状況が分析の中心とな

っており動画自体の視聴パターンには踏み込

んでいない．森ほか[3]は，コロナ禍においてオ

ンデマンド動画によって実施された初年次教

育科目の視聴ログデータを用い，動画の視聴回

数や視聴範囲，成績との関係を分析している．

動画の長さに対して実際に視聴した割合を検

討しているという点で，動画の視聴パターンを

部分的に分析しているが，動画コンテンツとの

関係などは検討されていない． 
これらに対して，動画の視聴パターン自体を

対象とした研究としてGiannakosほか[4]，Kim
ほか[5]，岡田ほか[6][7]などがある．これらの研

究では，動画の時間軸上における再生，一時停

止，シーク等の行動記録を収集し，視聴パター

ンやコンテンツとの関係を分析している．本報

告でもこれらと同様の関心の下に，得られた視

聴ログから学習パターンの分析を行う． 
３．研究対象と方法 
ここでは2022年度後期にA大学で開講され

たオンデマンド動画型授業において収集した

詳細な視聴ログを分析対象とする．本科目は社

会科学系学部の入門的な位置づけで，アカデミ

ックライティング，経済学，経営学の3つのパ

ートから構成され，それぞれ別の教員が担当し

ている．またこの授業は同一法人下のB大学お

よびC大学にも配信されている．受講登録者数

は全体で109名であるが，動画を全く視聴して

いない者が11名おり分析対象は98名である． 
授業の動画は基本的に毎週月曜日に公開さ

れ，視聴の期限は設けず学期中は何度でも視聴

できる．ただし小テストやレポートにはそれぞ

れの担当者が提出期限を設定している．授業で

は第1週から第3週にアカデミックライティン

グ，第4週から第8週に経済学，第9週から第15
週に経営学の動画が配信された．表1に，用意
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されたコンテンツの動画本数と合計時間を示

す．各週に1つのコンテンツの配信を基本とす

るが，授業回数の関係から冬期休暇に入る前の

週のみ経営学の授業コンテンツを2本配信した． 
表1 各コンテンツの動画本数と合計時間 

授業コンテンツ 動画数 合計時間 
ライティング (1) 3 66.3 分 
ライティング (2) 3 39.7 分 
ライティング (3) 3 93.2 分 
経済学 (1) 4 45.7 分 
経済学 (2) 3 67.5 分 
経済学 (3) 4 58.3 分 
経済学 (4) 4 63.4 分 
経済学 (5) 4 61.7 分 
経営学 (1) 1 77.6 分 
経営学 (2) 1 91.3 分 
経営学 (3) 1 82.6 分 
経営学 (4) 1 83.4 分 
経営学 (5) 1 87.0 分 
経営学 (6) 1 83.8 分 
経営学 (7) 1 91.8 分 
経営学 (8) 1 93.2 分 

動画の配信は，詳細な視聴ログを収集するた

めに独自に開発したシステムを用いた．このシ

ステムでは動画内の時間軸で冒頭からの経過

秒数が2の倍数に当たる箇所ごとに視聴ログが

記録される．これによって，授業期間全体を通

して209万2963件の視聴ログが記録された． 
このログには，各動画について，「いつ」「誰

が」「どの個所」を視聴したかという詳細な視

聴状況が記録されているため，これを用いれば

様々な分析が可能になる．例えば，学生iの動画

jのログを取り出し，図1のように横軸に記録時

刻，縦軸に視聴箇所をとってデータポイントを

X-Y平面上にプロットし記録時刻順に線で繋

げば，個々の学生の動画の再生速度や繰り返し

視聴した箇所について分析することができる． 

 
図1 個別学生の動画内視聴パターン 

また，ある学生について視聴ログの件数を数

えれば累積の視聴時間が明らかになり，同一箇

所の重複を取り除けば動画の各箇所の視聴有

無を把握できる．さらに，動画単位で集計を行

うことで動画内のどの個所が学生に注目され

ているかなども検討することが可能になる． 
このように粒度の細かいログがあれば様々

な分析が可能となるが，ここでは以下の点に注

目し，視聴ログの可視化に力点を置いて学習状

況の分析を行う． 
・視聴タイミング 
・動画の視聴パターンとコンテンツの対応 
・動画の視聴時間と成績の関係 
なお分析においては一部で大学間の比較を

行うが，C大学は受講者数が少ないため比較対

象から除外する． 
４．分析結果 
（１）視聴タイミング 

授業期間を通して視聴ログが記録されてい

る時間軸上のデータポイントについて，カーネ

ル密度関数で密度推定を行い可視化したもの

を図2に示す．オンデマンド動画型の授業の場

合，受講するタイミングは学生自身がコントロ

ールしているため，このような可視化によって

学習時期のパターンを把握することができる． 
図中には，コンテンツの更新曜日である月曜

日の午前0時ごとに縦の破線を示している．ラ

イティングおよび経済学パートでは動画の配

信とそれに対応する課題や小テストの締め切

り周期に合わせて，概ね1週間ごとに視聴のピ

ークが観察できる．経営学パートは，最後にま

とめてレポートを課す形で進められたため，視

聴時期が最終回付近に集まっている．視聴タイ

ミングにおいては，大学間で顕著な差はみられ

ないようである．どのように学習するかは学生

の自由であるが，動画の更新時期や課題，小テ

ストの組み合わせで，学習の「リズム」がある

程度規定されることがわかる．動画を更新する

タイミングや対応する課題の締切はオンデマ

ンド動画型授業をデザインする上で重要な要

素であることがわかる． 
 

 
図2 大学ごとの視聴タイミング 

（２）視聴パターンとコンテンツの関係 
視聴ログは各動画内の2の倍数の秒数にあた

る箇所ごとに記録されているため，各箇所のロ

グの数を集計すれば，動画のどの個所が繰り返

し再生されているかがわかる．図3は，動画の



各箇所の視聴回数を棒グラフ（グレー）で示し，

その上に動画の時間軸におけるデータポイン

トの密度をカーネル密度関数で推定し密度曲

線（黒）として示したものである．なお，1つ
の授業コンテンツが複数の動画から構成され

ている場合は各動画を配信順に結合して1つの

動画のように扱い，縦の破線で動画の境界を示

している． 

 
図3 動画の時間軸上の視聴回数の可視化例 
動画の特定の箇所が繰り返し再生されてい

れば，その部分にピークが現れる．ピークがあ

る箇所は，多くの学生が関心を持っている箇所

だと考えることができ，動画の内容との対応を

検討することで，教材や授業構成の改善に役立

つ可能性がある．紙幅の都合で掲載できないが，

全ての動画についてこのようなグラフを生成

し，ピークがみられる箇所を視覚的に特定して

その部分の動画内容を確認した． 
本科目は内容が3つのパートに分かれ，それ

ぞれ別の担当者が独立して授業動画を作成し

ており，パートごとにピークに対応する動画内

容に特徴がみられる．ライティングパートでは

週ごとに記述式のレポートが出題され，課題の

内容が動画内のスライドと口頭で提示されて

おり，その前後の箇所の視聴回数が多い．この

他にピークがみられる箇所として，表計算ソフ

トを用いた演習の説明を行う部分などがある．

表計算ソフトの画面を具体的に提示しながら

順を追って操作が説明されており，その部分で

一時停止したり戻したりしながら視聴される

ため，視聴回数が増加しているようである． 
経済学パートでは授業内容の理解を確認す

る選択式の小テストがLMS上に出題される形

で授業が構成されている．視聴のピークに対応

する動画の内容を確認すると，やはり小テスト

の設問に対応した箇所の視聴が多い．またピー

クの形状の特徴としては，小刻みにピークが現

れる傾向がある．小テストには複数選択式で動

画内での説明を十分理解しなければ回答でき

ない問題が出題されており，特定の箇所で端的

な「答え」が提示されているわけではないため，

ある程度の範囲で回答に結びつく箇所を小刻

みに探しながら繰り返し視聴するためだと考

えられる．図1のように個々の学生の視聴パタ

ーンを概観してみると，設問に関連する箇所を

行きつ戻りつしていることが観察できる．必要

に応じて何度も動画を見返すことができるオ

ンデマンド動画型授業に特有の学習パターン

であるといえるだろう． 
経営学パートでは，週ごとの動画に対応した

課題や小テストは出題されておらず，授業全体

を踏まえて論述形式のレポートを課す形にな

っている．そのため，各回の動画の視聴パター

ンは前の2パートと比較すると全体的に平坦な

形状となっているが，ある動画で他にはみられ

ない大きなピークが形成されている．動画の内

容を確認すると，最終レポートの課題を行うた

めに必要な分析フレームとなる理論について

説明されている箇所であった． 
以上から，本科目の授業動画の視聴において

は，演習や課題内容の説明，小テストやレポー

ト課題に対応した箇所で視聴回数が多くなっ

ていることが明らかになった．このことから，

学生はオンデマンド動画型授業の特徴を生か

し，動画上のポイントとなる箇所を的確に捉え

つつ，必要な箇所を繰り返し学習している姿が

浮かび上がってくる． 
このように，動画視聴パターンを直感的に把

握できるかたちで可視化して提示することで，

担当教員においては視聴が多い箇所などから

授業目的や意図と学習行動が一致しているか

など学習状況を確認したり，説明不足の箇所や

音声，画質の不具合に気づくなど教材の改善に

つながる可能性がある．学生においては，他の

学生が繰り返し視聴する箇所を知ることで，ポ

イントを押さえた効率的な学習につながるか

もしれない．また，自分自身の視聴パターンが

可視化されることで，学習のモチベーションの

維持などにも有用かもしれない．他方で，ピー

クの箇所だけを飛ばし見するなど教授側の意

図とは異なる学習を行う可能性もあり，学生に

対しては情報の提示方法に留意も必要だろう． 
（３）動画視聴時間と成績 
最後に動画視聴時間と成績との関係につい

て若干の分析を行う．動画の「視聴時間」は実

時間および動画内の時間単位で集計できるが，

ここでは視聴ログを動画内の時間軸で2秒ごと

に記録しているため，動画内時間を基準にログ

1件あたり2秒として授業期間全体を通して学

生ごとに累積の視聴時間を集計した．成績はパ

ートごとに各教員が評価したものを統合した

最終的な成績の評点（100点満点）を用いる． 
分析は成績を目的変数として，累積視聴時間，



所属大学，および両者の交互作用を説明変数と

した重回帰分析を行った．また，累積視聴時間

と成績との関係を散布図として示し，重回帰分

析で推定した回帰直線を重ねた．加えて，デー

タポイントの分布をヒートマップで示した．分

析結果を表2および図4に示す． 
重回帰分析の結果から，動画の視聴時間は成

績に有意な正の影響があることがわかる．学習

時間が多い学生ほど成績が高い傾向があると

いう常識的な結果である．また所属大学および

視聴時間との交互作用は有意ではなく，大学間

で視聴時間と成績との関係には差がないよう

である．なお，視聴時間の二乗項を含めてもモ

デルは有意に改善しなかった． 
表2 成績を目的変数とした重回帰分析 

 係数 標準誤差  
(Intercept) 34.034 (4.632) *** 
累積視聴時間（時間） 3.718 (0.696) *** 
B 大学ダミー 8.936 (9.009)  
累積視聴時間：B 大学 -0.808 (1.140)  
R2 0.349   
Adj. R2 0.326   
n 89   

※p<.01:***, p<.05:**, p<.10:* 

 
図4 累積視聴時間と成績の関係 

視聴時間と成績との関係を散布図でみると，

重回帰分析だけでは見えない大学間の差が観

察される．A大学では座標の左上に分布する，

視聴時間が短いにも関わらず一定の成績を収

めている学生集団が存在する．A大学は本科目

が開講されている社会科学系大学であり，入門

的な内容ならば2年生以上の学生などは動画を

全て視聴せずとも小テストや課題にある程度

対応できたことなどが推測できる．このような

受講のあり方にどう対処するかは本稿の範疇

を超えるが，このように可視化も含めて多面的

に視聴ログを検討することで，オンデマンド動

画型授業における学生の詳細な学習行動が把

握でき，授業の実施方法や成績評価方法の検証

や改善に結び付き得る有用な情報が得られる． 
５．むすびにかえて 
本報告では独自に開発した動画配信システ

ムを用いて実際にオンデマンド動画型授業を

実施して詳細な視聴ログデータを収集し，デー

タの可視化を通して動画コンテンツや成績と

の関係を分析した．そして，学生は授業の設計

や意図に概ね対応するように授業動画を視聴

していることなどが確認できた． 
ここでの分析はデータの可視化に重点を置

いたが，これは受講状況の把握や授業改善など

でデータを主に利用する担当教員に対しては，

複雑な統計分析の結果よりも，直感的かつ有用

な情報提供を行うことができると考えたため

である．しかし，図の視覚的な検討だけでは判

断が恣意的になる可能性などもあり，定量的な

分析方法も併せて検討する必要がある．例えば，

各動画の視聴のピークの検出に何らかのアル

ゴリズムを適用することなどが考えられる． 
本報告では基本的なデータの可視化を行っ

た段階であり，引き続き詳細な分析を進めたい． 
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